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保育者養成ᰯにおける総合表現の意義 

―学生はオペレッタからఱを学ࡪか― 

7KH 6LJQLILFDQFH RI &RPSUHKHQVLYH ([SUHVVLRQ ,Q 7UDLQLQJ  

�VFKRROV IRU &KLOGFDUH :RUNHUV 

―:KDW VWXGHQWV /HDUQ IURP WKH 6WDJLQJ RI DQ 2SHUHWWD― 

Ḉ஭ かおる・ᯇᔱ ▖ 
.DRUX 6DNXUDL・+LWRPL 0DWVXVKLPD 

㸯．ࡵࡌࡣに 
 ᗂ⛶園ᩍ育要領に領域「表現」は、「感ࡌた事や考えたことを自分なりに表現を通して、豊かな感

性や表現する力を養い、๰㐀性を豊かにする」とある。ࡡらいはձいࢁいࢁなものの美しさなどにᑐ

する豊かな感性をᣢつղ感ࡌたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむճ生活の中でイ࣓ー

を豊かにし、様々な表現を楽しむ。としている。こうしたことを㋃まえᮏᰯにおいては、保育者養ࢪ

成として領域「表現」に関するᩍ育目標をタ定している。目標を大きく 4 㡯目ᥖげているが、その୍

つに「豊かな感性をᣢち人間力のある保育者㹼子どもとඹに遊び、その楽しさを感ࡌとれる保育者、

自分自身の感性を☻き表現できる保育者」がある。ᮏᰯにおいては、このᩍ育目標にἢったᩍ育を行

うために 1㹼2 年を通して⊂自の体験的授業を多く導入している。体験的授業の目的は１㸬「ⱁ術を㚷

㈹することで美的感ぬ・Ⰽᙬ感ぬを☻き、感動するᚰ・感受性を養う」２㸬「１で受けた感動を受け

Ṇめ、ᚰに感ࡌたことを表現する能力を養う。」とし、࣑ࣗーࢪカルや演๻㚷㈹、ᙳ⤮や人ᙧ๻、音

楽㚷㈹を行う。音楽の授業では 1 年次に「ࣆアࣀ演奏」の௚「リト࣑ック」や「リズム表現Ⅰ・Ⅱ」

において基礎的な音楽表現を学2。ࡪ 年次に総合的な表現として「オペレッタ公演」を行っている。

学生は「音楽」「表現」の科目において様々な知識をᚓるだけでなく自分自身を表現することを求め

られていく。そして、2 年の後期においては、「音楽」と「表現」が⤖びついたオペレッタにおいて、

より具体的、実践的、๰㐀的な表現を学ࡪこととなる。 

 ᮏ◊✲においては、1 年次での音楽表現科目において、学生の能力向上を確ㄆする。そして、2 年

次の授業において、実際に学生がオペレッタによってどのようにኚ容し、ఱを学んだのかを考ᐹする。

そこから総合表現にオペレッタを取り入れていることの意義と成ᯝを確ㄆする。さらには、このこと

が保育者養成ᰯにおける「表現」授業の在り方について明確໬していくこととなる、と考え◊✲を行

うこととした。  
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㸰．ඛ⾜◊✲のᴫせ 

 ᮏ◊✲の先行◊✲について、ᅜ立᝟ሗ◊✲ᡤのᅜ内ห行㞧ㄅ᝟ሗࢹータ࣋ース &LQLL で᳨⣴を行っ

た。その⤖ᯝ、࢟ー࣡ーࢻを「オペレッタ」「表現」「保育者養成」「音楽表現」で᳨⣴し 5 論ᩥをᢳ

ฟ、ᩥ⊩レࣗࣅーを行った。5 論ᩥのᴫ要をᩚ理する。 

Ṋ岡（2014）によると保育者養成におけるオペレッタの意義を学生への実態調ᰝから᥈っている。

人前で歌うことが᎘いな学生が多いという⤖ᯝから、ຠᯝ的な表現指導をᕤኵしている。「歌に遊び

やストーリー性があればイ࣓ーࢪが⭾らࡳ自↛に楽しく歌えるようになる。」として≉に保育者養成

における音楽表現指導がຠᯝ的である方法の୍つとして音楽๻的遊び・オペレッタをᣲげている。「学

生はオペレッタを経験することにより人前で表現することのⱞ手をඞ᭹し、自ಙをᣢてるようになる。

⦎⩦を✚ࡳ重ࡡていく過程において豊かな表現力が培われ保育者として活㌍できることに⧅がって

いく。」1)としている。 

᱒ཎ（2011）は「音楽表現指導法」を受ㅮしている学生の学びについて᳨ウしている。第 1 ᅇ目の

授業では、保育園でのオペレッタ実践のᫎീを取りあげている。そして、歌唱⦎⩦、手遊び、遊び歌

などから身体表現への基礎作りを行っている。さらに身体表現を活⏝した๰作活動を取り入れオペレ

ッタ実践に⧅げている。こうした取り組ࡳから学生は、表現にᑐして「✚ᴟ的ጼໃにኚ໬していった」

としている。また、学生は実践のᩍ育現場において、「音楽表現の指導は子どもたちに表現力のࡳな

らず、ᚰ理的ഃ㠃への良いᙳ㡪や身体的発達にもᐤ୚するものであるとᤊえていることが確ㄆされ

た。」2)としている。 

ᐑᮏ（2007）は表現力の観点から保育者養成ᰯにおけるオペレッタ授業のຠᯝを考ᐹしている。「オ

ペレッタ」授業受ㅮ生の受ㅮ後のアンケートから音楽表現、身体表現、㐀ᙧ表現においてス࢟ルの向

上が見られ、授業のຠᯝを確ㄆしている。また、オペレッタ授業は、「協調性とᅋ⤖力を㧗める᱁好

の活動である。」�)と述べている。 

ᑠ⃝（200�）は、総合的表現活動としてオペレッタを上演し学生の人間的成長につながったことを

実践ሗ࿌している。ⴭ者は � 年間取り組んだオペレッタ上演において「作品㑅ᢥの重要性や作品を理

解することが大切。」としている。「作品からのイ࣓ーࢪや࣓ッࢭーࢪを感受し演ࡌるとで␲似体験す

る。その中で感性や、᝿ീ力がかきたてられ⤖ᯝ的に表現力を豊かにすることができる。」4)と述べて

いる。 

ᮌᡞ（2014）は保育学科、音楽࣑ࢮの授業の୍⎔としてオペレッタを中ᚰとした作品の制作・発表

を行い学生の表現活動の場としてきた。7 ᮏの作品制作の経⦋や発表の様子、⤖ᯝやㄢ㢟がሗ࿌され

ている。ሗ࿌の中で「学生が⦎⩦のཝしさを感ࡌながらも集中し歌唱能力をᣲげているのが確ㄆされ

ている。」5)としている。 

前述において、オペレッタ、表現、保育者養成に関わる先行◊✲をձ保育者養成ᰯにおけるオペレ

ッタの意義、ղ音楽表現指導法による学生の学び、ճ学生にᑐするオペレッタ授業のຠᯝ、մ総合表
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現活動としてのオペレッタ実践ሗ࿌、յ音楽࣑ࢮ・オペレッタの活動ሗ࿌、の㸳つの領域にわたりレ

ーした。ᮏ◊✲では、ղ音楽表現指導法による学生の学びに↔点をᙜて、1ࣗࣅ 年次音楽授業の確ㄆ

と 2 年次の学生へのアンケートから学生がオペレッタによりどのようにኚ容し成長したかを᳨ドし

ձ保育者養成におけるオペレッタの意義を明確にしたいと考えた。 

３．カリキュラム及び学生の変容について（アンケート結果より考察） 
１）１年次に行う科目について 

（１）「こどもとリズム表現Ⅰ」および「こどもとリズム表現Ⅱ」 

1 年次に「こどもとリズム表現Ⅰ」および「こどもとリズム表現Ⅱ」において≉に音楽表現に関す

る内容を学⩦する。各科目 �0 分を 15 コマ展開で行い、2 年次に向けて音楽をకう身体活動、歌唱、

器楽合奏などの基礎を培う目的でࣂࣛࢩスをタ定している。具体的には「こどもとリズム表現Ⅰ」で

は以下のようなὶれである。 

表㸫1 

ᅇᩘ ᒚಟ୺㢟 内容 

1�2 音楽の基礎を学ࡪ 音౯（ఇ➢）、楽ㄒ、ᢿ子 

 解くࡳルをㄞ࢚イࣂ

ンを通してリࣙࢩーカッࣃ࢕ࢹ࣎ �

ズムを体感しながら学ࡪ 

ᢿ子、様々なリズムを体で表現 

2 グループ以上で␗なるリズムの重なりを感ࡌな

がら演奏する 

4�� 楽器について学び、合奏の楽しさ

を࿡わう 

楽器の基ᮏ的なᢅいを学ࡪ 

「,W·V D VPDOO ZRUOG」を合奏する 

「すてきなともだち」を合奏し、歌を合わせる 

7�� 歌唱、合唱 ⭡ᘧ࿧྾や発ኌの࣓カࢽズムを体感する 

指᥹法を学び、ኌを合わせて歌う 

保育園で歌われることの多い歌を歌う 

10�11 手遊びについて調べ、発表する グループࡈとに手遊びについて調べ、発表する

（㙾で行い、レクチャーする） 

12�1� ๰作ダンス 「こどもの歌大ⓒ科」より１᭤㑅び、歌いながら

㋀る 

14�15 音楽ᩍ育のኚ㑄と様々なᩍ育法を

知る 

保育ᡤ保育指㔪第３❶・保育の内容(オ)「表現」

の領域における音楽諸活動について。わらべう

た、ᩥ㒊┬唱歌、❺ㅴのᴫ要を知り、どのように

保育の現場に生かしていくか考ᐹする 

「こどもとリズム表現Ⅱ」では、上グ「こどもとリズム表現Ⅰ」を㋃まえ、保育園児を招待して行
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うクリスマスコンサートに向けてᩍဨの指導のもと学生自身で器楽合奏、ダンス、合唱などのࢭクࢩ

ࣙンに分かれて計画立᱌から発表、᣺り㏉りまでを 10 コマで行う。 

（２）学生のㄆ識と実際 

「こどもとリズム表現Ⅰ」（全 15 ᅇ）を⤊えた段階で学生のアンケートを行った。 

（ᅇ答ᩘ �2㸭受ㅮ者ᩘ �� ྡ） 

ձ「こどもとリズム表現Ⅰ」を受ㅮし身についたことはఱですか㸽（」ᩘᅇ答可） 

・音楽理論の知識«1� ・楽器演奏の技術«14 ・表現活動にᑐする意ḧ«22 

・歌唱力«5 ・身体表現の技術«� ・身についたことはない«0 

・意思をఏえる力«�   
ղ受ㅮする前後でኚ໬したことはఱですか㸽（自⏤グ述）㸭ᢤ⢋ 

 ・人前に立って発表することが楽しくなってきた 

 ・歌ったり、㋀ったりすることに᢬ᢠがなくなった 

 ・リズムに合わせて体を動かすことの楽しさを知った 

 ・表᝟、ኌのトーン、明るさの༳㇟が大切だと気௜いた 

 ・音楽が子どもに୚えるᙳ㡪について考えるようになった     

ճあなたにとってⱞ手だと感ࡌることはఱですか㸽（」ᩘᅇ答可） 

・音楽理論«� ・楽器演奏«4 ・大ໃの人の前に立つこと«1� 

・歌唱«� ・身体表現«10 ・自分の意思をఏえること«� 

・グループ活動«5 ・ⱞ手なことはない«1  
մ表現活動に関して、さらに学びを῝めたいことはఱですか㸽（自⏤グ述）㸭ᢤ⢋ 

 ・より多くの歌やリズム遊びをぬえたい 

 ・グループ活動をスムーズに行うス࢟ルを身につけたい 

 ・年㱋ูの指導法や計画の立て方、子どもの⯆࿡をࡦく指導法について 

 ・๰作ダンス、マスࢤーム᣺௜のコࢶ 

 ・歌がⱞ手、子どものኌ域に合わせた歌唱法           

以上、㸲㡯目において学生のᅇ答を═めると、総ࡌて「表現」することにᑐし、ึめは⥭ᙇしてい

た、ⱞ手意識があったが、ᚎ々に័れて楽しさも࿡わうようになってきたことが分かる。しかしなが

ら、㉁ၥձとղではある程度の達成感と表現活動の㠃ⓑさを感ࡌているにも関わらず、㉁ၥճとմで

はまだ足りない、ⱞ手であると考えている学生が多いのである。とりわけ大ໃの人の前に立つことを

ⱞ手と感ࡌる学生は半ᩘ以上にのࡰる。᭱ึは័れないことにᑐする᜝ずかしさが຾っていたが、専

門的な知識をᚓることで、より῝いୡ⏺があるのだと実感し、もっと学びたいという意ḧがቑした学

生にとって、今度は࿘囲からどう見られているのか、という恐れや不Ᏻがあると᥎ される。確かに、

技術・技能がకわない場㠃もあるが、アンケートからは、今後身につけたい技能として「෇⁥なグル
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ープ活動」「指導計画、指導法」など、より具体的で明確な答えを求めていることもうかがえる。入

学してから 4 カ月という短い期間で、このような観点に行き着くまで成長したのもまた事実であり、

音楽分野における表現活動という領域においても学生が個々の能力を伸ばし、保育全体へと目を向け

る段階に到達したことは非常に喜ばしいことであった。 

（３）2 年次オペレッタ公演に向けて必要とされる技術について 

 先に述べた保育園児を招待して行うクリスマスコンサートは 1 年次では器楽合奏、ダンス、合唱な

どを発表するが、2 年次では「オペレッタ」を上演する。「オペレッタ」は音楽表現、身体表現、制

作活動など様々な表現の集大成ともいえる活動である。これまで音楽について専門的に学んでこなか

った学生が 2 年間の養成期間を経て、子どもたちへ活動を展開できるようになることは容易ではない

が、まずは自分自身がその活動をしっかり体験し、その体験に基づいて知識と技術を広げていくこと

が望まれる。そのために 1 年次後半は「こどもとリズム表現Ⅱ」の授業において多くの歌唱、トーン

チャイムを含む器楽合奏、そしてグループ活動を取り入れている。前述したアンケートにもあったよ

うに学生はある程度の達成感はあるものの、現状に満足せず、まだ人にどう思われるかということを

懸念している状態である。このような学生において、まず大切なことは良好な人間関係を構築し、失

敗を恐れない雰囲気作りをすることであると考える。そのためには、自分がどう見られているかとい

う視点ではなく、自分自身が相手をどう受け入れるかという視点に立って活動を進めていくことが肝

要であり、同時に「こどもとリズム表現Ⅰ」で学んだ音楽の諸要素を確実に実践できる歌唱力や器楽

演奏能力を身につけていくことが「オペレッタ」上演には必要不可欠である。また、昨今のインター

ネットなどの普及によりダンスや手遊びなどを容易に真似ることができるが、あえて自分たちで考え

て、試行錯誤をする体験を重視し、活発な議論を行うことも期待している。それらを学生たちがしっ

かりと体験していくことで、「オペレッタ」上演に必要な技術を身につけ、総合的な表現活動に取り

組んでいくことが可能であると考えている。 

２）2 年次に行う科目について 

（１）オペレッタ授業の内容 

 1 年次の「こどもとリズム表現Ⅰ」および「こどもとリズム表現Ⅱ」において基礎的な音楽表現を

学び、2 年次においては、「オペレッタ」を行う。授業の目的、到達目標として・「音楽や美術など総

合的な表現力を養う」「各グループの活動の中から個々のテーマについて保育の現場で展開される表

現活動実際を現状分析し表現活動の在り方や意義を理解する」「作品をつくっていく過程の中から協

調性を養い、感動体験、達成感を通して保育者として豊かな人間性を培う」としている。年間の指導

計画を以下のように定めている。 
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表㸫2 

㐌 ᒚಟ୺㢟 ᒚಟ内容 

�㹼� オペレッタについて ・オペレッタのᴫ要 

・保育園 ᗂ⛶園のオペレッタ 

・ྎᮏ作成 

・目標「テーマ」タ定 

�㹼� ྎᮏㄞࡳ合わせ ・内容◊✲ 

・発ኌ⦎⩦ 

�㹼�� Ⲩ立ちなど ・⯙ྎ表現 

・発ኌ、歌唱⦎⩦ 

・作᭤、⦅᭤ 

・⾰⿦、㐨具㢮作成計画 

��㹼�� 㒊分✍ྂ ・演技指導 

・器楽アンサンࣈル 

・⾰⿦、㐨具㢮作成開ጞ 

・演技、器楽、㐨具、⾰⿦各⌜合ὶ 

�� 中間発表 ・各ᖥẖに各⌜確ㄆ 

�� ᣺り㏉り ・各⌜手┤し 

��㹼�� Ṇめ通し✍ྂ ・演技、器楽、㐨具、⾰⿦合同✍ྂによるὶれ

の確ㄆ 

・࣓イク確ㄆ 

��㹼�� 通し✍ྂ ・↷明計画作成 

��㹼�� ⾰⿦、࣓イク௜✍ྂ ・各⌜手┤し、㏣ຍなど 

 ック、大㐨具ฟはけ確ㄆ࢙ネプࣟ ・↷明チࢤ ��

�� ᮏ␒ ・園児ᑐᛂ、観ᐹ 

�� ᣺り㏉り ・グループ࣡ーク 

�0 まとめ ・グループ発表 

ձ 第 1 㐌目㹼第 � 㐌目においては、オペレッタについてのᴫ要を学び、保育園・ᗂ⛶園の実践౛

の⤂௓や演目についての᝟ሗ཰集を行う。また、全ての授業通して行う発ኌ⦎⩦や‽ഛ㐠動➼

のὶれを理解する。 

ղ 第 7 㐌㹼第 10 㐌目においては、⯙ྎでの表現方法や演目内の歌唱指導を行う。また、大㐨具、

ᑠ㐨具、⾰⿦制作の立᱌をする。๻中౑⏝される音楽の⦅᭤、作᭤を開ጞする。 

ճ 第 11 㐌㹼第 14 㐌においては、演技指導、器楽⦎⩦、⾰⿦・㐨具㢮制作を開ጞする。 
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表㸫2 

㐌 ᒚಟ୺㢟 ᒚಟ内容 

�㹼� オペレッタについて ・オペレッタのᴫ要 

・保育園 ᗂ⛶園のオペレッタ 

・ྎᮏ作成 

・目標「テーマ」タ定 

�㹼� ྎᮏㄞࡳ合わせ ・内容◊✲ 

・発ኌ⦎⩦ 

�㹼�� Ⲩ立ちなど ・⯙ྎ表現 

・発ኌ、歌唱⦎⩦ 

・作᭤、⦅᭤ 

・⾰⿦、㐨具㢮作成計画 

��㹼�� 㒊分✍ྂ ・演技指導 

・器楽アンサンࣈル 

・⾰⿦、㐨具㢮作成開ጞ 

・演技、器楽、㐨具、⾰⿦各⌜合ὶ 

�� 中間発表 ・各ᖥẖに各⌜確ㄆ 

�� ᣺り㏉り ・各⌜手┤し 

��㹼�� Ṇめ通し✍ྂ ・演技、器楽、㐨具、⾰⿦合同✍ྂによるὶれ

の確ㄆ 

・࣓イク確ㄆ 

��㹼�� 通し✍ྂ ・↷明計画作成 

��㹼�� ⾰⿦、࣓イク௜✍ྂ ・各⌜手┤し、㏣ຍなど 

 ック、大㐨具ฟはけ確ㄆ࢙ネプࣟ ・↷明チࢤ ��

�� ᮏ␒ ・園児ᑐᛂ、観ᐹ 

�� ᣺り㏉り ・グループ࣡ーク 

�0 まとめ ・グループ発表 

ձ 第 1 㐌目㹼第 � 㐌目においては、オペレッタについてのᴫ要を学び、保育園・ᗂ⛶園の実践౛

の⤂௓や演目についての᝟ሗ཰集を行う。また、全ての授業通して行う発ኌ⦎⩦や‽ഛ㐠動➼

のὶれを理解する。 

ղ 第 7 㐌㹼第 10 㐌目においては、⯙ྎでの表現方法や演目内の歌唱指導を行う。また、大㐨具、

ᑠ㐨具、⾰⿦制作の立᱌をする。๻中౑⏝される音楽の⦅᭤、作᭤を開ጞする。 

ճ 第 11 㐌㹼第 14 㐌においては、演技指導、器楽⦎⩦、⾰⿦・㐨具㢮制作を開ጞする。 
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մ 第 15 㐌㹼第 1� 㐌においては、中間発表を行う。大まかな๻の進行と音の入り、⾰⿦のイ࣓ー

 。を確ㄆして、作業を進めるࢪ

յ 第 17 㐌㹼第 1� 㐌においては、各ᖥの⦎⩦を行う、大㐨具をᘓて、ᑠ㐨具を౑⏝し、୍㒊の⾰

⿦を身に௜け、体の動きや⯙ྎ上での立ち఩⨨を確ㄆしていく。 

ն 第 20 㐌㹼22 㐌においては、通し✍ྂを行う。ጞめ 2 ᖥ༢఩での⦎⩦から開ጞし、ᖥ間のつな

 。ットࣛイトなどの↷明の計画を立てる࣏やその際の大㐨具の動きを確ㄆしていく。スࡂ

շ 第 2� 㐌㹼第 25 㐌においては、各⌜の手┤しと࣓イクを考える。⾰⿦⌜と合同でᙺ作りの協力

をする。 

ո 第 2� 㐌㹼第 2� 㐌においては、ࢤネプࣟを行いᮏ␒に向けての手┤しを行う。ᮏ␒では招待し

ている保育園児の様子を見ながら進行を行う。 

չ 第 2� 㐌㹼第 �0 㐌においては、発表の᣺り㏉りを行い次年度に向けてのᨵၿ点➼まとめる。制

作≀の∦づけを行う。 

（２）学生のኚ容 

ձの間の学生はᩍဨからの指導を受け入れるጼໃが多く、自ら᝟ሗをᚓようとしたりテーマにᑐし

ての解㔘を῝めようとすることが࡯とんど見られなかった。この段階での学生の感᝿が下グの通り

である 

表㸫� 

・自分たちにできるのか不Ᏻだ ・やりたくない 

・ᮏ␒はఇࡳたい ・こんな㞴しい᭤ᙎけるわけがない 

・先生が演奏すればいいのでは ・Ⰽ々㞴しくてやる気がฟない 

・このᙺはやりたくない ・目の前が真っᬯだ 

・つらい ・人前にฟるのはⱞ手 

・真๢なࡦととそうでない人がいて真㠃目にや

るのがᖐって᜝ずかしい 

・おⳫ子のᐙを作ってࡳたかったからᎰしいけ

れど実際に作るとなるとどうすればいいの

かわからない 

・ṇ┤஌り気です ・あまり῝く㏣求したくない 

・わくわくする ・࢕ࢹズࢽーを上演したかった 

・授業だから௙方がない ・㠃ಽくさい 

  
オペレッタにᑐして、期待があるという学生もいるが、多くの学生は、マイࢼスのイ࣓ーࢪをᣢって

いた。๰り上げていく期待や楽しࡳは感ࡌていないようであり、具体的に作業を進めていくイ࣓ーࢪ

もつかない状態であった。 

ղ㹼ճにおいては、ᚎ々に作業が開ጞしたため前向きに取り組む様子がఛえた。ここでᅔ㞴と感ࡌた
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㒊分は、ᩍဨが作成したྎᮏを౑⏝するためᩍဨのイ࣓ーࢪする㐨具、⾰⿦と学生のイ࣓ーࢪするも

のに㣗い㐪いが生ࡌたことである。また、演技においては時௦⫼ᬒも考៖して感᝟⛣入が必要になり

学生にとってはᅔ㞴と感ࡌる場㠃も多かった。 

 մの段階で学生は能動的なጼໃにኚ໬していった。演技、音楽が合体し⫼ᬒがฟ᮶上がってきたこ

とでᛴ㏿に意ḧがቑすと同時に楽しࡳも感ࡌられる様子であった。制作⌜での作業のὶれや各々のᙺ

๭が確立した。器楽⌜は演奏と演技のタイ࣑ングを合わせるᅔ㞴さを感ࡌていたがᙺ者の歌や㋀りに

音楽がᤄ入されることで表現のᖜが広がる相஌ຠᯝを体感していた。 

 յ㹼շは、各⌜の合同が協ാの඘実感につながった。手の足りない㒊分への✚ᴟ的な᥼ຓや上演す

ることへの期待感が全体の⤫୍のものとなった。 

 ոࢤネプࣟでは、⥭ᙇから思い切った演技ができない学生が多くᮏ␒にᑐして自ಙを失っている様

子もあったが、お஫いにບまし合うጼが見られた。ᮏ␒では今までのດ力の成ᯝをᏑ分に発᥹するこ

とができ満足していた。公演⤊஢後の感᝿が以下である。 

表㸫4 

・思いを㎸めていいものができた ・ࡳんなの力で作品を๰り上げることができた 

・たまにฟたくないもう᎘だと思ったけれど᭱

㧗の思いฟになった 

・時間をかけていくうちにオペレッタがいい作

品になっていった 

・もう୍ᅇ公演したい ・㫽⫙がたった 

・㡹ᙇって作ってきた時間は඘実していた ・これから先ずっとᛀれない 

・୍体感を感ࡌた ・後半は‽ഛが楽しかった 

・協力する楽しさを知った ・この経験をᑵ⫋してからも活かしたい 

・クࣛスのࡳんなや先生がⓙをᨭえてຓけ合っ

てできた๻だった 

・子どもたちも୍⥴に➗㢦で㋀ってくれてᎰし

かった 

・ᮏ␒に㏆づくにつれてࡳんなの気ᣢちややる気が目に見えてኚわってきてそれを見て自分も㡹

ᙇࢁうと思った 

㸲．◊✲のᡂ果࡜௒ᚋのㄢ㢟 

ᮏ◊✲においては、保育者養成ᰯであるᮏᰯの 1 年次の音楽表現に関する授業の確ㄆを行い、2 年

次においては、オペレッタによって学生がどのようにኚ容したのかをアンケートから᳨ドした。 

1 年次においては、学生は、音楽をకう身体活動、歌唱、器楽合奏を行うことを通し表現活動にᑐ

し、楽器の演奏技術が身についたと感ࡌ、表現することにᑐする意ḧや楽しさを感ࡌていることがわ

かった。半㠃、人前での発表などにはまだⱞ手意識がṧっていることやより具体的な指導方法を知り

たいというᅇ答も多かった。また、1 年次のⱞ手意識や不Ᏻが、「オペレッタ」開ጞᙜึのネ࢞テ࢕

につながっているとも考えられるため、学生のḧ求を満たし、ⱞ手意識、不Ᏻをどのようࢪイ࣓ーࣈ

に解ᾘしていくかは今後のㄢ㢟であると確ㄆできた。 
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２年次においては、学生は「オペレッタ」授業開ጞᙜึ、イ࣓ーࢪできないものへの不Ᏻを多くᣢ

っており、制作することに意ḧを♧していなかった。演技や制作に関しても同様であった。それにᑐ

し公演⤊஢後は඘実感や達成感、喜びが࡯とんどの感᝿であった。学生が自分たちの考える方法で⯙

ྎに必要とされる≀や演技に必要とされる感᝟を表現したことは、学生自身の๰㐀と実践の⤖ᯝと考

えられる。また、学生が各々のᚓ意な分野で力を発᥹することで௚の学生からのಙ㢗をᚓ、自ᑛ感᝟

を㧗めることにも大きくᙳ㡪を及ࡰしたと考えられる。このことから 2 年間通しての音楽表現に関す

る授業、「オペレッタ」は総合的な実践として成ᯝを見ฟし意義があると確ㄆすることができた。そ

して、保育者養成ᰯにおいては、知識や技能を学ࡪだけでなく学生のᮏ᮶ᣢっている力をᘬきฟすた

めの取り組ࡳの必要性があると考えられた。そのために、「オペレッタ公演」に向けての取り組ࡳは、

総合的な授業として大きなᙺ๭をはたしていると考えられた。 

今後は、ྎᮏや音楽、ダンスの๰作、演ฟまでを学生たちが全て自らの手で作り上げるための指導

が必要と考える。学生が自身の内的感᝟を表現する技術を身に着け、さらに、保育現場で子どもたち

に向けて発ಙできる段階までの指導を具体的に考え授業に取り入れていきたい。 
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